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昭
和
初
期

の
採

炭
方

式

の
改
革

に

つ
い

て

三

宅

義

男

第

一
次
大
戦
が
終

っ
て
か
ら
の
石
炭
界
は
次
第
に
深
刻
な
不
況
と
な
り
、
今

惟
え
ば
全
く
の
恐
慌
時
代
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
多
く
の
炭
坑
が
潰
れ
、
大

手

の
炭
坑
は
縮
少
と
な
り
失
業
者
は
増
え
生
活
は
す
さ
ん
で
多
く
の
悲
劇
も
起

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
、五
、
六
年
頃
に
か
け
て
夫
々
の
企
業
自
体

で
自
立
の
た
め
の
再
建
策

が
と
ら
れ
、
人
事
管
理
、
技
術
な
ど
多
面
に
亘
っ
て
の
合
理
化
が
企
画
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
最
も
特
筆
す

べ
き
も
の
と
し
て
昭
和
六
、
七
年
頃
に
所

謂

ロ
ン
グ
払
採
炭
方
式
が
採
用
さ
れ

、
こ
れ
が
普
及
す
る
に
伴

い
炭
坑
自
体

が

大
き
な
変
化
を
遂
げ
脱
皮
し
た
よ
う

に
思

わ
れ
ま
す
。

そ
の
頃
の
実
情
に
つ
い
て
私

に
も
色
々
と
記
憶
も
残

っ
て
い
ま
す
が
、
幸

い

に
し
て
昭
和
七
年
十
月
故
渡
辺
官
平

氏

(
九
大
、
工
、
選
卒
。
後
に
三
菱
方
城

炭
坑
長
、
飯
塚
筑
豊
の
所
長
歴
任
、
決
戦
態
勢
の
陣
頭
指
揮
に
当

り
終
戦
直
後

八
月
二
十
五
日
急
逝
、
大
分
県
出
身

)
の
講
演
記
録

(原
稿
)
が
手
元
に
残

っ

て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
が
最
も
よ
い
説
明
に
な
る
と
思
い
、
そ
れ
を
次
に
掲
示

し
て
披
露
勇
々
当
時
筑
豊
に
お
け
る
採
炭
方
式
に
つ
い
て
の
模
様
を
御
理
解
戴

く
参
考
に
供
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
採
炭
法

の
沿
革

④

従
前
の
採
炭
法

②

後
退
式
採
炭
法
の
試
験

⑤

一
卸

一
払
主
義
の
目
標

⑥

そ
の
他

一
.、
採
炭
法
の
現
況

ω

概

況

⑦⑤⑥⑤⑤⑦⑧

準
備
掘
進

炭
切
法

支
柱
法

充
填
法

運
搬
法

坑
道
維
持
法

管
理
及
び
保
安

三
、
む
す
び

ω

後
退
式
採
炭
法
の
提
唱

②

交
代
制
と
休

日
制

尚
こ
の
講
演
は

「
飯
塚
礦
業

所
採
炭
法
の
現
況
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

一
、
採
炭
法
の
沿
革

ω

従
前
の
採
炭
法

往
時
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
が
大
正
十
三
、
四
年
頃
か
ら
昭
和
四
年
頃
ま
で

は
、
前
進
式
長
壁
法

で
あ
り
ま
し
た
。
之
は
可
な
り
悩
み
の
多

い
採
炭
法

で
出

炭
が
不
同
で
切
羽
が
安
定
し
ま
せ
ん
か
ら
、
払
の
数
を
多
く
持
た
ね
ば
な
ら
ず
・

曲
片
仕
操
が
非
常
に
多
く
従

っ
て
出
炭
に
障
害
を
与
え
る
こ
と
が
大
き
く
、
坑

木
も
亦
使
用
数
を
増
し
掘
進

が
充
分

に
出
来
か
ね
て
半
ヶ
月
先
甚
し
き
は

一
週

間
先
が
予
定

で
き
な

い
も
の
で
す
か
ら
、
大
変
不
安
な
の
で
、
予
備
払
面
を
持

っ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
有
様
で
し
た
。

昭
和
四
年
三
月
出
炭
六
万
屯
に
対
し
大
小
の
払
を
合
せ
て

一
〇
〇
箇
、

一
払
出



炭

一
カ

月
六

〇

〇
屯

と

い
う
惨

め

さ

に
加

え

、

仕

操

夫

約

六

〇

〇

人
坑

木
費

二

一
〇

〇

〇

円

の
多

き

に
達

し

て

い
ま

し

た

。

こ
れ

を

現

在

三

万

三
千

屯

の
出

炭

に

対

し

、

払

数

八
、

一
払

一
カ
月

四

一
〇

〇

屯

、
仕

操

夫

六

〇

人

、

坑

木

費

六

五

〇

〇

円

に
く

ら

べ
ま

す

と

、

如

何

に
従

前

の
作

業

に
無

理

の
多

か

っ
た

か

が

想

像

さ

れ
ま

し

よ
う
。

殊

に
地

層

の

変

動

が
多

く
断

層

の
群
出

す

る

飯

塚
炭

坑

と
し

て

は

安

心

の

で

き

る

採

炭

法

の
選

択

が

必

要

に
な

っ
て
き

た

の

で

あ

り
ま

す

。

②

後

退

式

採

炭

法

の
試

験

昭

和

四

年

八

月
始

め

て
第

二
坑

三
卸

七

ヘ
ダ
層

で
後

退
式

長

壁

法

の
準

備

掘

進

に

着

手

し

、
昭

和

五

年

四
月

か
ら

試

験

し

ま

し

た
。

こ
の

区

域

は

ス
ト

ラ
イ
キ

.

サ
イ

ド

一
二
〇

間

(
註

、
約

二

二
〇

米
)

デ

ィ
プ

・
サ
イ

ド

一
二

〇
間

で

、

曲

片

間

隔

を

三
〇

間

(
註
、

約

五

四

米

)

同

掘
進

=

一
〇

間

で

こ

の

間

二
、

三

の

目

抜

を

と

っ
て

お

り
ま

し

た

が
、

ロ
ハ
今

で

は

こ

の
目

抜

は

と

っ
て

お

り
ま

せ

ん
。

目

抜

は

後

の
採

炭

に

は
百

害

あ

っ
て

一
利

な

い
も

の

で
あ

り
ま

す

。

こ

～

に

で

き

ま

し

た

試
験

払

は

実

に
上
乗

で

、

第

一
に
採

炭

能

率

が

三

〇

%

向

上

し

、

第

二

に
日

々

の
出

炭

に
狂

い
が

な

く

、

第

三

に
坑

道

仕
操

は

皆

無

で

、

監

督

者

も

作

業

員

も

楽

な

気

分

で
毎

日

の
作

業

が

面

白

く

で

き

、
第

四
、

こ
の
区
域

の
採
炭

は
貯

炭

を
出

す

よ
う

に
勘

定

が
正

確

に

さ

れ

次

の

設

計

準

備

が

合

致

さ

せ
ら

れ

、

第

五

に
通

気

が

非

常

に

良

好

で
、

こ
れ

は
ど

ん

な
障

害

難

関

が

あ

っ
て
も

後

退

式
採

炭

法

を

実
施

せ

ね

ば

な

ら

ぬ
と

い

う

こ

と

で
、

そ

の
徹

底

に
全

力

を
注

ぐ

こ
と

に
な

ま

し

た

。

昭

和

六

年

六

月

に

は

三

五

〇

〇

Q

屯

の
出

炭

の

内

約

二
〇

〇

〇

〇

屯

は
戻

払

採

炭

か
ら

で
あ

り
ま

し

た

。
同

六

年

末

全

部

後

退

式

採

炭
法

が

実

施

さ

れ
採

炭

場

の

集

約

が

で
き

あ

が

り
ま

し

た
。

恐
ら

く

全

坑

挙
げ

て

こ

の
後

退
式

採

炭

法

が

採

用

さ

れ

ま

し

た

の

は
、

筑

豊

で
は
始

め

て

で

は
な

い

か

と
思

わ

れ
ま

す

。

㈲

一
卸

'
払

主
義

の
目

標

一
卸

一
払

主

義

と

申

し

ま

す

の

は

、

一
つ

の
捲

機

械

を
据

え

一
つ
の
捲

卸

を
開

さ

く

す

れ

ば

、

之

に
充

つ
る

切

羽

は

一
払

で

よ

い

で

は

な

い

か

!

と

の
意

味

で

払

面

の
長

さ
も

こ

の
主

義

で
進

み
漸

増

、

昭

和

四

年
中

は

暫
定

的

に

三

〇

間

払

と

し

、

そ

の

後

六

〇

間

払

に
変

更

実

施

し

尚

採

炭

技

術

そ

の

他

曲

片

運
搬

の

改

善

支

柱

充

填

の
研

究

完

成

等

に

よ

っ
て
八

〇

～

一
〇

〇

間

払

(
註

、

約

一
四

〇

～

一
八

〇

米

)

に

な

り
ま

し

た
。

こ

の

間
、

炭

切

法

と
し

て

は
手

繰

手

掘

の

発

破

採

炭

が

相

当

永

く

続

き

爆

薬

も

ゼ

リ

グ

ナ

イ

ト
系

か

ら

硝

安

系

に

替

り

ド

リ

ル
発

破

採

炭

に
な

り
ま

し

た

が

、

昭
和

五

年

か
ら

カ

ッ

タ

ー
技

術

員

の

養

成

を

行

い
同

年

三

月

七

ヘ
ダ
層

に

フ

ロ

ッ
ト

マ
ン

・
バ

ー

カ

ッ
タ

ー

二
台

を

使

用

、

昭

和

五
年

九

月

に

は

チ

エ
ー

ン

.

カ

ッ

タ
ー

に
変

更

し

、

現

在

は

M

・
C

・
チ

エ
ー

ン

・
カ

ッ
タ

ー

二
台

約

六
〇

〇

〇

屯

の
出

炭

で
あ

り
ま

す

。

切
羽
運
携

黎

様

、

ス
一フ
、
水
流
戸
樋
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
年
以

降

暫

く

空

流

手

押

戸

樋

を
採

用

し

、

俗

に
飛

行

機

押

し

と
称

し

相

当

に
成

績

を

挙

げ
ま

し

た

。

昭

和

四

年

一
月

か
ら

エ
ヤ

ー
動

力

ア
イ

コ

ッ
フ

・
ボ

ー

ル

フ
レ

ー

ム
付

牽

動

シ

ェ
ー

カ

ー

・

コ
ン

ベ

ヤ

ー

を
採

用

し

て
次

第

に
全

払

面

に
普

及

し

ま

し

た
。

④

そ

の

他

人

車

の

設

備

、
ヘ

ッ
ド

ラ

イ

ト

の
使

用

、

車
道

の

改

善

、
休

日
制

度

の
変

更

、

坑

内
夫

の

坑

内

着

衣

の

実

行

等

相
扶

け

て
、

採

炭

法

を

よ

り

明

る

く

さ

せ

て

く

れ
た

の

で

あ

り
ま

す

。

一
日

の
労

働

を

了

え

て

一
〇

〇

〇
尺

(
註

、

三

〇

〇
米

)

の

坑

底

か
ら

七

〇

〇

間

(
註

、

約

三

八

〇

〇

米

)

の

坑
道

を

昇

坑

す

る
辛

さ

は

思

わ
ず

坑

内

夫

に
炭

車

乗

車

の

犯

則

人

を
出

し

も

し

ま

し

た
が

、

人

車

が

で
き

て

こ

の
憂

い
が

な

く

な

り
又

照

明

も

ウ

ル

フ
灯

の

一
燭

光

内

外

か
ら

一
躍

エ
ヂ

ソ

ン

F
型

の
十

二

燭

に

な

り
、

作

業

を

安

全

に
且

つ
能
率

化

し

た

こ
と

は

争

わ

れ

ぬ
事

実

で
あ

り
ま



す
。

以
上
採
炭
法
の
沿
革
を
簡
単

に
申
し
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
転
換
期
に
要
し
た
期

間
は

一
年
半
内
外
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
期
間
大
切
な

こ
と
は
忍
耐
で
あ
り
ま

し
た
。
即
ち
主
義
方
針
に
徹
し
他
方

こ
の
力
に
堪
え
て

一
層
我
慢
強
く
忍
ぶ
こ

と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

二
、
採
炭
法
の
現
況

ω

概
況

前

述
の
事
情
で
採
炭
法
は
後
退
式
片
磐
向
長
壁
法
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
払
数
八
出
炭

一
日

一
四
〇
〇
屯

一
払
出
炭
最
大
三
〇
〇
屯
平
均

一
払
出
炭

一
七
〇
屯
で
あ
り
ま
す
。
傾
斜
は
二
坑
の
斜
卸
三
五
度
を
除
く
外
は
平
均

一
七

度

で
あ
り
ま
す
。
炭
層
は
山
丈
で

一
枚
層
三

・
七
尺
、
七
ヘ
ダ
層
六

・
七
尺
、

三
尺
層
七

・
五
尺
、
五
尺
層
六

・
○
尺
で
あ
り
ま
す
。

(
サ
ミ
イ
ワ

爽

岩

及
び
松

岩

爽

岩

は

一
枚

層

○

・
七

尺

、

七

ヘ
ダ

層

一
・
三
尺

、

三

尺

層

一

・
四
尺

、

五
尺

層

○

・
八

尺

で

あ

り
ま

す

。

松
岩

に

つ
き

ま

し

て
は

最

近
調
査

を

行

い
ま

し

た

結

果

、
松
岩

の
分

布

は

一
定

規

則

的

の
も

の

で
な

く

、
大
体

平
等

に
分

布

し

て

お

り
ま

す

。

松
岩

の

全
岩

層

に
対

す

る
容

積

の

百
分

率

は

一
枚

層

で

六

・
八

%

、

七

ヘ
ダ
層

三

・
三

%

、

三

尺

層

四

・
八
%

で
あ

り
ま

す

。

爽

み
及

び
松

岩

の

純

炭

層

に
対

す

る
容

積

の
百

分
率

は

夫

々

三

七

%

、

二

八

・
九
%

、
三

一
・

一
%

で

あ

り
ま

し

て
純

出

炭

の
約

三

分

の

一
に

相
当

す

る

多

量

の

松

岩

と
爽

岩

を

取

扱

っ
て

い
る

次

第

で

、

こ
れ

を
充

填

か
ら

み

る

と

払

容

積

の

五

〇
%

を
充

填

し

て

お

り
ま

す

か

ら

、

こ
の
種

の

ボ
タ

が
破

砕

さ

れ

た
と

き

は

二
倍

の
容

積

に
な

る

と

す

れ
ば

約

六

〇
%

の

充

填
材

料

が

で

き

る

こ

と

に
な

り
ま

す

が

、
坑

外

に

搬

出

す

る

捲

揚

石
炭

の
中

に
ボ

タ

と
し

て
約

二
五

%

は
は

い

っ

て
お

り
ま

す

か

ら

実

際

に
は

三

五

%

が
払

跡

の

充

填

材

料

に

な

り
、

残

り

の

一
五
%

は
払

跡

の

バ
ラ

シ
ボ

タ

で
処

理

し

て

い
る

こ
と

に
な

り
ま

す

。

こ
の

松

岩

を

カ

ッ
タ

ー
使

用

上

か

ら

み

る

と
言

う

ま

で

も

な

く

磐

炭

に

現

わ

れ

る

松
岩

の
長

さ

が

問

題

に

な

り
ま

す

が

、

こ

の

点

は

七

ヘ
ダ

層

が

最

も

適

し

一
枚

層

、

三

尺

層

の

順

と

な

り
ま

す
。

現
在

当

坑

で

は

カ

ッ
タ

ー
を

七

ヘ
ダ

層

に
使

用

し

て
お

り
ま

す

が

、

一
枚

層

三

尺
層

も

透

戴

可

能

の

よ
う

で

あ

り
ま

す

。

最

近

一
枚

層

に
も

始

め
ま

し

た

。

ガ

ス
と

炭

塵

三

尺

層

、

五

尺

層

の

両

層

は

ガ

ス
及

び

炭

塵

が
多

く

、

一
枚

及

び

七

ヘ
ダ
両

層

は
比

較

的

少

な

い
の

で

あ

り
ま

す

。

深

度
二
坑

斜

卸

の

シ
ー

レ

ベ

ル
下

五

〇

〇

尺

(
註

、

約

一
五

〇

米

)

を

除

け

ば

皆

一
〇

〇

〇

尺

か

ら

一
五

〇

〇
尺

ま

で

の
採

掘

で

あ

り
ま

す

。

各

層

の

出

炭

歩

合

一
枚

層

二
〇

%

、

七

ヘ
ダ

層

四

五

%

、

三
尺

層

と

五

尺

層

三

五

%

で
あ

り

ま

す

。

②

準

備

掘

進

ヴ
ン

卸
掘
進
が
予
定

の
間
数

に
達
し
た
ら
曲
片
掘
進
を
始
め
ま
す
。
曲
片
掘
進
に
は

初
め
か
ら
複
線

で
下
磐
面
を
肩
側
で
約
三
尺
磐
打
ち
し
て
開
さ
く
す
る
場
合
と
、

単
線
で
下
磐
面
を
打
均
す
程
度

に
し
て
採
炭
開
始
前
に
払
面
口
か
ら
手
前
約

二
〇
間
切

り
拡
め
て
複
線

に
す
る
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。

断
層
が
多
く
手
直
し
を
す
る
必
要
の
生
ず
る
所
や
天
井
が
悪
く
坑
道
仕
操
を
採

炭
前

に

一
度

で
も
要
す
る
憂
い
の
あ
る
箇
所
は
後
者
に
し
ま
す
。

こ
の
後
退
式
採
炭
法
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
掘
進
工
程
を
速
か
に
し
、
そ
の
資
本

投
下
を
最
小
に
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

掘
進
工
程

を
良
好
に
す
る
に
は
次

の
段
取
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

e
、
発
破

口
、
積
込

日
、
運
搬

四
、
枠
入

固
、
通
気

換
言
す
れ
ば
機
械
と
人
力
と
を
完
全

に
案
配
し
て
能
率
を

一
〇
〇
%
に
導
く
こ



と
で

あ

り
ま

す
。

そ

の
内

私

の
方

で

一
番

意

を

注

い
で

い
る

の

は

通
気

で
あ

り

ま

す

。

一
例

と
し

て
曲

片

距

離

二

二

〇

間

(註

、

約

二

一
〇

米

)
詰

舜

九

〇

間

(
註

、

約

五
〇
米

)
計

三

一
〇

間

を

}
本

延

と
し

て
目

抜

無

し

に
や

り
ま

し

た
。

こ

れ

に

は

一
般

的

改
善

と

共

に
掘

進
用

と

し

て
特

に
昭
和

四

年

八

月

以

来

鉄

製

風
管

を

作

成

し

て

エ
ー

ヤ

・
ゼ

ッ
ト

及

び

局

部

扇

風
機

に

よ

り
通

気

を
行

い
張

出

し

を

廃
止

し

て
保

安

と

能

率

の

向
上

を
図

り
ま

し

た
。

こ

の
風

管

の

構

造

は
私

方

の

工

作

課

で

改

善

に
改

善

を

加

え

て
出

来

上

っ
た
も

の

で
実

用

新

案

登

録

一
八

〇

〇

六

の

特

許

を
得

ま

し

た

。

先

づ
改

良

点

を

申

し

ま

す

と

ボ

ル
ト

及

び

ナ

ッ

ト

を

風

管

に
取
付

け

て

あ

る
鉄

リ

ン
グ

に
ブ

ラ
下

げ

通

気

管

フ
ラ

ン
ヂ

の

欠

穴

に

締

め

つ
け

る

こ
と

に
し

、

ボ

ル

ト
は

錆

付

を

防

止

す

る

た

め

真

鍮

材

を

用

い

ま

し

た

が

極

め

て
便

利
な

方

式

だ

と
思

い
ま

す

。

通

気

量

の

決
定

は

ガ

ス
を

集

積

さ

せ
な

い

こ

と

、

発
破

の
煙

を

で
き

る

だ

け

早

く

放
散

さ

せ
る

こ

と

、

坑

道

の

温
度

を
高

め
な

い

こ

と
等

で

あ

り
ま

す

。
殊

に
通

気

管

の

取

扱

い

に
は

専

心

漏

風

の

な

い

よ
う

に

ワ

シ
ヤ

を
各

接

目

に

用

い
漆

喰

を

塗

る

な

ど

致

し

て

お

り

ま

す

。

通
風

は
吹

出

式

で

延
詰

は

別

に

エ
ヤ

ー

.
ゼ

ッ
ト

を
付

け

た

風

管

を

以

っ
て
ガ

ス
を

放

散

さ

せ
ま

す

。

⑤

炭

切

法

採

炭

夫

は
先

山

だ

け

で
後

山

は

昭

和

五

年

一
月

か

ら

お

り
ま

せ

ん
。

各

切

羽

は

在

籍

者

を
定

め

定
員

制

と

し

て
お

り
ま

す

。

定

員

制

を

定

め
る

に

は
厚

層

は

切

羽

の

長

さ

二
間

(
註

、

三

・
六

米

)

薄

層

は

二

・
五

間

(
註

、

四

.
五
米

)

に

一
人

の
割

合

で

あ

り
ま

す

。

次

に
鶴

嗜

で
す

が

飯

塚

標

準

型

三

一
〇

匁

(
註

、

約

一

・

一
四

キ

ロ
グ

ラ

ム
)

柄

の

長

さ

四

尺

(註

、

一

・
二
米

)

を

試

用

し

ま

し

た
が

成
績

は
良

好

で

あ

り

ま

す

。

一
枚

層

、

三

尺

、

五

尺

層

の

三
層

は
発

破

採

炭

で

七

ヘ
ダ
層

は

ヵ

ッ
タ

ー

採

炭

で
あ

り
ま

す

。

穿

孔

は

一
枚

、

三

尺

、

五
尺

の

三
層

に

は
空

気

ド

リ

ル

で
、

七

ヘ
ダ
層

に
は

電

気

オ

ー

ガ

ー
を

以

っ
て
之

に
当

て

て

お

り
ま

す

。

切
羽

面

一
カ

月

の

進

行

間

数

は

十

五
～

十

八

間

(
註

、

八

二
米

～

九

九

米

)

で

あ

り
ま

す

。

一
人

一
方

の
採

炭

量

は

一
枚

層

三

・
七

ト

ン
、

七

ヘ
ダ

層

五

.
○

ト

ン
、

三
尺

、

五

尺

層

四

・
五

ト

ン
で

あ

り

ま

す

。

共

同

採

炭

と
個
人

採

炭

の

一
人

一
方

当

り

採

炭

量

の

比

較

実

験

を

行

っ
た

の

で
す

が

、
箇

所

は

第

一
坑

左

卸

三

尺

層

の

八

〇

間

(
註

、

一
四

五
米

)

払

で
採

炭

夫

四

四

名

の
個

人

別

の

能

率

を

そ

の
払

に
於

い

て
調

査

し

ま

し

た

が

最

大

採

炭

量

一

一
屯

最

少

五

.
六

屯

で
平

均

八

・
八
屯

で

あ

り
ま

し

た

。

当

時

払

採

炭

夫

数

の

六

四

%

が

炭

切

り

専

門

で
之

が

採

炭

量

七

・
八

屯

で

八

・
八

屯

に
対

し

約

一

一
%

の
低

下

で

あ

り

ま

す

。

私

共

は

共

同

採

炭

に
個

人

採

炭

を

極

度

に
発

揮

さ

せ
た

い

と
思

い
そ

の

方

面

に
訓

練

の
焦

点

を

向

け

て

お

り

ま
す

が

未

だ

充

分

で
は

あ
り

ま

せ

ん

。

④

支

柱

法

最
近

数

年

間

は
小

さ

い
末

口

の

一
様

な

抗

木

を

規

則

正

し

く

使

用

す

る

こ
と

に

努
力

し

ま

し

た

が

、

昭

和

五

年

七

月

十

五

日
古

レ
ー

ル
製

の
鉄

柱

使

用

に
着

手

し

昭
和

六

年

三
月

末

全

切

羽

を

鉄
化

し

了

り

ま

し

た

。

材

料

の
古

レ

ー

ル

は
坑

口
及
び

坑
道

の
合

併

廃
止

等

坑

内

外

の

単

一
化

に
よ
り

出

た
も

の

九
～

一
六

ポ

ン

ド

で

あ

り

ま

す

。

こ
れ

を

七
尺

(
註

、

二

・

一
米

)

以

上

は

三

本
合

せ

、

七

尺

未
満

は

二
本

合

せ

に
作

り

ま

し

た

。

鉄

柱

の
長

さ

は

三

・
三
尺

(
註

、

一
米

)

か
ら

七

・
八

尺

(
註

、

約

二

・
四

米

)

ま

で
約

十

三

種

で

あ
り

ま

す

。

現

在

三

〇

〇

〇

本

を
有

し

之

に
対

す

る

一
カ
月

の

補

給

五

%

内

外

で

あ
り

ま

す

。

⑤

充

填

法

こ

れ

ま

で

七

ヘ
ダ

、

五

尺

の
両

層

は
完

全

充

填

を

行

い
、

一
枚

、

三

尺

の

二

層

に

は

部

分

充

填

を

行

っ
て

き
ま

し

た

が

、
曲

片

運

搬

の
円

滑

と
充

填

費

の

節

約

を
計

る

た

め

昭

和

四

年
末

頃

か
ら

こ

れ
を

変

更

し

て

部

分

的

充

填

を

す

る

こ
と

に

し

、

戻

払

の

実

施

と
鉄

柱

の

使
用

及

び

回

収

と
は

こ

の
部

分

的

充

填

を

助

長

し

ま

し

た

。

そ

し

て
積

極

的

に
払

跡

に

ボ

タ

を

搬

入

す

る

こ
と

を
差

控

え
、

切



羽

の

出

硬

と
払

跡

バ

ラ

シ
硬

と

を
以

っ
て
、

払

面

に
直

角

に
堅

固

な
帯

充
填

を

し

て

お
り

ま

す

が
、

切

羽

の
安

全

度

は

完

全

充

填

と

略

同

一
で

、
切

羽

の

ル

ー

フ

コ
ン

ト

ロ
ー

ル
も

都
合

よ

く

行

っ
て

お
り

ま

す

。

天

井

沈

下

状

態

及
び

沈

下

曲

線

に

つ
い

て

、
払

跡

の

沈

下

度

は

実

験

の
結

果

次

の

よ

う

で
あ

り

ま

す

。

(

図

面

、
註

、

こ
の

図

面

は

見
当

ら

な

い
。

)
前

進

式

長

壁

法

が
吾

々
採

鉱

技

術

員

に
与

え

る
苦

痛

も

又
格

別

で
あ

る

と

思

い
ま

す

。

⑤

運
搬

法

切

羽

運
搬

は
電

気

シ

エ
ー

カ

ー

・
コ

ン

ベ

ヤ

ー

一
、

圧
気

シ

エ
ー

カ

ー

・
コ

ン

ベ

ヤ

ー

五
、

空

流

戸
樋

二

で

あ

り
ま

す

。
電

気

二

〇
馬

力

の

も

の

は

一
〇

〇
間

(
註

、
約

一
八

〇

米

)

払

に
、

圧

気

エ
ン
ヂ

ン
の
も

の

は

七

〇

間

(
註

、

約

一

三

〇
米

)

払

に
、

空

流

戸

樋

は

五
〇

間

(
註

、
約

九
〇

米

)

払

で
あ

り

ま

す

。

こ

の
種

の

シ

ェ
ー

カ

ー

コ

ン

ベ
ヤ

ー

は

戸

樋

の
痛

み
の
多

い
の

が

欠

点

で
す

が

、

保
安

上

は
大

肩

に
据

え

な

い
で

よ

い
利

益

が

あ
り

、

戸
樋

の
痛

み
の
多

い
欠

点

を

除

去

す

る
意

味

で

チ

エ
ー

ン

コ
ン

ベ
ヤ

ー

を

近

く
採

用

す

る

こ

と

に
致

し

て

お

り

ま
す

。

曲

片

運
搬

は
手

力

及

び

馬

匹
運

搬

を

廃

め

て
可

逆

式

エ

ン

ド

レ

ス
二

〇

馬

力

か

ら

七

・
五
馬

力
ま

で
八

台

使

っ
て

お
り

ま

す

。

車

道

は

本
捲

卸

及

び

局
部

捲

卸

を

五

〇
ポ

ン
ド

レ
ー

ル
、

主

要

水

平

坑

道

を

五

〇

～

三
〇
ポ

ン
ド
、
そ

の

他

の
曲

片

を

三

〇
ポ

ン

ド
と

し

て
、

そ

れ
以

下

の

レ

ー

ル
は
使

用

し

な

い

こ
と

に
し

て

実
行

中

で

あ

り
ま

す

。

レ
ー

ル
種

別

(
封
度

)

50

50

6
～

〇

十

1

2

ニゴロ

布
設

間

数

(哩

)

妬

%

珊

惚

そ

の

%

41

25

54

00

尚

人

車
卸

は

レ

ー

ル

の
継

手

を

溶

接

し
ま

し

た

が

、

何
等

不

都

合

支

障

は
な

く

却

っ
て
車
輌

を

痛

め

ず

、

人

車

に
激

動

な

く

最

良

で

あ
り

ま

し

た

。

一
ヵ
所

の

ガ
ス
溶
接
費

一
・
一
五
円
で
あ
り
ま
し
た
。

⑦

坑
道
維
持
法

坑
道
枠
の
材
料
と
し
て
は
研
究
に
研
究
を
重
ね
最
近
は
鉄
材
半
円
枠
と
し
従
来

使
用
の
平
鉄
梁
を
半
円
枠
に
改
造
し
内
径
を

一
二
尺
、

一
〇
尺
、
八
尺

(註
、

約
三

・
六
米
、
三
米
、

二
・
四
米
)
の
三
種

に
し
て
腰
の
高
さ
の
不
足
分
は
電

気
溶
接
に
よ
り
補
足
し

て
お
り
ま
す
。
今
日
迄
に
総
数
三
〇
〇
〇
枠
を
作
製
し

漸
次
普
及
さ
せ
る
方
針
を
採

っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
坑
道
仕
操
箇
所
は
捲
卸

を

一
〇
尺
円
型
半
円
替
に
変
更
中
の
外
は
曲
片
単
線
を
複
線
に
直
す
た
め
の
切

拡
め
及
び
曲
片
を
次
の
払
の
大
肩
風
道

に
維
持
す
る
場
合
、
戸
樋
口
か
ら
約

一

〇
間

(註
、
約

一
入
米
)
遅
れ
て
単
線
坑
道

に
仕
操
直
す
ぐ
ら

い
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。
仕
操
就
業
人
員

一
日
六
〇
人
内
外

に
な
り
ま
し
た
。

㈹

管
理
及
び
保
安

切
羽
の
稼
働
者
を
採
炭
夫
と
充
填
夫
と
に
大
別
し

て
、
採
炭
夫
は
細
別
し
ま
す

と
炭
切
夫
、
穿
孔
夫
、
カ

ッ
タ
ー

マ
ン
、
支
柱
夫
、
及
び
運
搬
夫

で
、
充
填
夫

は
引
柱
夫
、
充
填
夫
、

コ
ン
ベ
ヤ
ー
移
設
夫
で
あ
り
ま
す
。
全
部
集
団
組
織

で

係
員

の
担
当
は
大
払
は
二
区
或
は
三
区
に
分
ち
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
と
共

に

共
同
目
的

に
当
ら
し
め
て
お
り
ま
す
。

採
炭
夫
の
工
賃
割
当
は
二
割
以
内
の
歩
増
制
度
を
採
用
し
、
そ
の
方
そ
の
人
の

働
き
を
主
と
し
て
お
り
ま
す
。
坑
夫
の
担
当
場
所
は

一
定
さ
せ
て
保
安
及
び
能

率

を
良
好
に
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

保
安
と
し
て
は
支
柱
に
充
填
に
意
を
用

い
た
結
果
払
面

に
於
い
て
の
負
傷
は
逓

減
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
場
所
と
比
較
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
安
全
委
員

会
を
組
織
し
て
坑
夫
自
身
の
会
合
と
し
て
負
傷
防
止
に
当
ら
せ
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ

一
カ
月
半

で
充
分
な
成
績
は
申
し
上
げ
る
段
に
な

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

先
月
は
稼
働
人
員
千
人
当
り
○

・
九
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
尚

一
層
の
効
果
を

図
り
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

肚ヨ



次

に
ガ

ス
炭
塵

処

理

で
す

が

、

ガ

ス
は

払

の
大

肩

に
濃

厚

な

も

の

が

押

出

し

て

き

ま

す

か

ら
、

之

を

直
接

に
風
道

に
導

き

又

は

硬
充

填

に

よ

っ
て
遮

断

致

し

ま

す

。

炭
塵

に
対

し

て

は

そ

の

掃
除

を

し

て
次

に

カ

マ
灰

を

撒

布

さ

せ

て

お
り

ま

す

。三
、
む

す

び

ω

後
進
式
採
炭
法
の
提
唱

採
炭
法
式
の
決
定
に
は
炭
厚
傾
斜
の
地
層
変
動
の
多
少
、
断
層
の
有
無
等
種
々

条
件
に
よ
り
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、
或

い
は
片
磐
払
と
な
り
舜
払
と
な
り
又
は

斜

舜
払
等
に
な
り
ま
す
。
北
海
道
の

一
部
の
如
き
所
謂
急
傾
斜
採
炭
の
場
合
を

除
き
こ

の
筑
豊
地
方
の
如
き
適
度
の
傾
針
を
有
す
る
炭
田
で
は
、
現
在
片
磐
向

長

壁
式
採
炭
法
が
最
も
広
く
採
用

さ
れ

て
お
る
よ
う
に
存
じ
ま
す
。
私

は
前
に

も
述
べ
ま
し
た
が
、
次
の
理
由
に
よ
り
後
退
式
を
提
唱
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
退
式
払
の
利
点

ω

曲
片
坑
道
掘
進
に
よ
り
採
炭
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
地
層
の
変
動
断

層

の
有
無
等
を
予
め
知
り
こ
れ
に
対
し

て
善
処
す
る
方
策
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
又

一
面
に
お
い
て
は
坑
内

に
貯
炭
ポ

ケ
ッ
ト
を
有
す
る
状
態
に
な
り
ま
す
。

◎

曲
片
坑
道

の
修
繕
を
皆
無
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従

っ
て
曲
片
の
運
搬

を
良
好
に
し
間
接
に
出
炭
の
変
化
を
無

か
ら
し
め
尚
坑
道
維
持
費
を
最
低
限
度

に
切
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
所
の
経
験
に
よ
る
と
、
最
初
の
掘
進

に
半
円
鉄
枠
の
使
用
で
そ
の
切
羽
終
了

ま

で

一
回
の
修
繕
も
要
し
ま
せ
ん
。
ロ
ハそ
の
切
羽
終
了
後
そ
の
下
の
切
羽
の
採

炭

に
際
し
大
肩
風
道
と
し
て
再
利
用
す

る
場
合

に
は

一
回
位
の
修
繕
を
必
要
と

致
し
ま
す
。

の

切
羽
の
鉄
支
柱
や
帯
充
填
に
依

っ
て
切
羽
維
持
を
確
実
に
す
る
作
業

は
前

進
式
で
も
後
退
式
で
も
同
様
の
恩
恵
を
受
け
る
問
題
で
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

然
し

一
卸

一
切
羽
主
義

に
至

っ
て
は
後
退
式
で
始
め
て
断
行
し
得
る
こ
と
で
前

進

式
で
は
何
と
な
く
無
気
味
で
あ
り
不
安
心
の
気
分
を
取
り
去
り
難
く
考
え
ら

れ
ま
す
。

O

後
退
式
が
前
進
式

に
劣
る
と
考
え
ら
れ
る
唯

一
の
問
題

は
、
曲
片
掘
進

に

よ
る
経
費
を
ね
か
す
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

一
度
だ
け
の
問
題

で
こ
の

一
度
を
敢
行
す
れ
ば
、
後
に
は
こ
れ
に
勝
る
種

々
の
利
点
が
生
れ
て
き

て
何
れ
で
も
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

曲
片
の
長
さ
は
当
今
の
如
く
機
械
運
搬
が
盛
大
に
な
り
ま
し
た
時

に
於

い
て
は
、

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
殊
に
電
車
等
を
用
い
る
よ
う
に
し
ま
す
と
、
短
期
間

多
量
の
運
搬
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。
又
切
羽
を
転
換
す
る
場
合
は
今
の
よ
う
に

機
械
採
炭
を
し
て
お
り
ま
す
と
非
常

に
経
費
を
要
し
ま
す

か
ら
、
で
き
る
な
ら

ば

一
力
年
位
は
少
く
と
も
移
動
の
な
い
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
観
点
か
ら
曲
片
の
長
さ
は
二
〇
〇
間

(註
、
約
三
六
〇
米
)
は
欲
し
う

ご

ざ

い
ま
す
。

②

交
代
制
と
休
日
制

採
炭
法

の
方
式

に
関
連
し
て
交
代
制
及
び
休
日
制

に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
交
代
制
に
は

一
方
採
炭
、
二
方
採
炭
及
び
常

一
番
制

な
ど
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
制
度
の
採
用
方
針

に
つ
い
て
は
そ
の
時
々
の
時
勢
の

影
響
及
び
技
術
的
傾
向

に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
た
だ
私
は
深
夜
作
業
の
廃
止

に

転
向
し
た
い
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

休

日
制
は
交
代
制
及
び
就
業
時
間
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
し
て
、
ど
の
休

日

制
が
合
理
的
な
の
か
決

っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
が
、
当
所
で
は
五
日
目

に
休
業

す
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
五
年
八
月
か
ら
従
来
の
週
休
制
を
廃
止

し

て

コ

ー
六

」
休

日
制
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
断
然
稼
働
成
績
が

良
好
と
な
り
今
も
尚

こ
れ
を
続
け
て
お
り
ま
す
。



や

以
上
こ
れ
を
要
約
し
ま
す
と
、
後
退
式
払
の
採
用
と
そ
れ
に
加
え
充
填
法
、
支

柱
法
、
切
羽
運
搬
、
曲
片
運
搬
車
道

の
改
善
並
び
に
人
車
運
転
、
通
気
改
善
等

が
相
寄
り
相
扶
け
て
集
中
採
炭
の
実
が
漸
く
挙
り
、
幾
分
成
績
の
向
上
を
表
わ

し
た
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、
更
に

一
層
の
努
力
に
よ
り

一
段
の
好
成
績
を
期
待

し
た
い
と
計
画
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
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介
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